
図 1	
 ナノ構造の形状変化 

図 2	
 各サンプルの接触角措定結果 
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1. はじめに  
	
 DLC（Diamond-like Carbon: ダイヤモンドライ
クカーボン）薄膜はカーボン膜の一種で低摩擦性、

化学的安定性といった様々な優れた特性を持ち、

各種産業界でコーティング材として期待され、さ

らなる特性向上が望まれている。材料表面上にナ

ノ構造を作製することで、撥水性の向上などの材

料表面改質が可能である[1]。DLC 薄膜にプラズ
マスパッタリングで金属を堆積させ、RF 酸素エ
ッチングすることで、DLC 薄膜表面に多数のナ
ノ構造を作製できることが報告されている[2]
（以降ナノ構造 DLC と表記）。本研究の目的は、
DLC薄膜上にナノ構造を作製し DLC表面の濡れ
性を制御することである。 
2. 実験  
	
 DLC 薄膜にプラズマスパッタリングにより金
属(Ni)を計算上膜厚 0.15nm堆積させ、RF酸素プ
ラズマエッチングすることで、ナノ構造 DLC を
作製した。エッチング条件は、O2流量 20ccm、
圧力 50Pa、RF 電力 9W（3.8W/cm2）とし、セ

ルフバイアスは-320Vであった。比較対象とし
て、金属堆積を行わずエッチングを施した(Flat 
etching)サンプルを作製した。作製したサンプ
ルは FE-SEMにより評価し、接触角の測定には
接触角測定装置(PG-X)を用いた。 
3. 結果と考察  
	
 エッチング時間経過に伴いナノ構造の密度

は減少した。ナノ構造の長さはエッチング時間

15minで最大(80nm)となり以降は減少した。ナ
ノ構造の形状変化を図 1に示す。ナノ構造の形
状は 12.5min までは先端が鋭い円錐型、15min
では先端が丸い円錐型、20min以降は丸い突起
型をしていた。Flat etchingの表面にナノ構造は
確認されなかった。接触角測定結果を図 2に示
す。成膜直後(As-depo)のDLCの接触角は 71°、
Flat etchingは 26°となった。ナノ構造 DLCの
接触角はエッチング時間経過に伴い減少し

15minで最少 12°となり、以降は増加した。 
	
 一般に固体表面が酸素修飾されていると親

水性にシフトすることが知られている[3]。Flat 
etching の接触角減少は酸素エッチングによる
表面の酸素修飾によるものと考えられる。ナノ

構造 DLC の接触角変化について、親水性シフ
トは表面のナノ構造により水との接触面積が

増加したことによるものと考えられる。親水性

表面において水の接触面積が大きいほど親水

性は良くなる[4]。接触角増加はナノ構造密度

の減少と構造同士の溝に空気が挟まったこと

によるものと考えられる。空気が噛みこまれる

と接触角は増加する[5]。 
4. まとめ  
	
 DLC 表面にナノ構造を作製することで、濡
れ性を高い親水性に変化させることができた。 
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